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コナラ林で、のホンシメジ(Lyophyllumshimeji)の発生事例
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I はじめに

ホンシメジ(1."0.ρhylJumshi/ll{ソi)はキシメジ科シメジ

似の外生産i11~薩iて、あり、アカマツやプナ科樹種と I量i ~肢を

作り生前をしている@ 首から「呑りマツタケ1床シメジ」

として商品価値の荷山、きのことしても知られているため、

J実情研究が進められてきた。

、liセンターでは、 1;[:米カ、らアカマツ林内でのホンシメ

ジj支出試験をわっており 、2004{ドに発生を俄認 (jノして

以降、継続試験を行い、アカマツ-+;j-:試験地での 7年!日1の

先生 iì~í 長およ 'ひ。;(Hít命 ~:Il:齢林で‘の発止|ーを Mg認している

(2)。 しかし、ホンシメジの日午外波1{yが可能なアカマツ

林は、 1960"1代の燃料革命による手入れ不足およびマツ

ノザイセンチュウによる4公1'，!i)，ものためiJlZi.威していること

から、ホンシメジのブナ利樹稲の林分での栽it;が望まれ

ている。 ホンシメジは、 ブナ科村t:r重の うちコヲラ、アベ
マキ、クヌギ、ミズナラ、ウバメガシ、マテパシイ とi芸1

1裂をMJixすることがわかっており(3)、アラカシ林 (.1)

での救情事例が報告されているが、コナラ林でのよk出事

例は少ない。

また、野外で、のlilH似性きのこのJ:![1設試験において、怯

fmjDílのと1:. 1子、宿主の|長系の発達~nu立 、 l副長形成の状況等

は追跡調杏しにくく、 これらの状況を判断するためには、

開設筒所を抑り返し、{校I災訓査を行う必~:があるため追

跡~J司会!が閃 %fí~である 。 したがって、野外埋設試験で、の追

跡制査は接種is;lの-i;[¥を抑り取った事秒IJ (7)などが搬

侍されているだけである。

したがって、本試験では、コナラ材、でのホンシメジ放

焔の:")1秒iJを紹介するとともに、接fiRi版の生作、宿主であ

るコブラの発娘、産i恨形成のJ栄子が追跡、可能なt.!J1設:}J'rl:

をmい、 J:fU設箇所の追跡調査を行い、 |制約形成と-f実体
発止|ーとの関係を検討したのでその他~'1'<!ーを報告する。

E 試験地と試験方法

1 試験地の概要

試験に使用したコナラ林は兵庫!rrl:t[[1戸市北区 l林分と

木J!'iの ど1{，f分である(図 1)。し吋とれも林先iは閉鎖して

おり、コナラが高木屈のほとんどを占め、新民利JHされ

た]例外はあるものの 20"1".以上は伐採されていない林分

である。コナラのlH能な林l'Uj1(;上不IY:jだが、D>tJ也の聞き取

りを1TったれjJJ菜、イ本任命は 301ド以 Lで、ある ことがわかって

し、る。ま/こ、神戸J!i・北[5<:の林分のコナラ I{[自体を{父採し、

年愉を数えたところ、 861，{生で‘あった。試験地のコナラ

の樹高および胸IF首位径は衣 1のとおりである。4村I中ド戸市J北t 

|区玄の4林末分はj厄E引4収i伎H筋i市百から料「而H的iJ上-""~ 

と討出北交していた包=バミdj 1¥は斜而1:1ヰ[¥、 二本市13、Dは斜

配iljl~ 卜郎 、 二木市 C は斜 l宣il..~I.I-' 音[\に位置している 。

林内にはヒサカキ、アセビ、ソヨゴなと、の;干;-*5k低木が干j':

在していたが、ホンシメジど!日文I，itiiこはそれらのほとんと

の{間体を伐採している o :j，友衣~引り-イ}思h麿層t冨吾富?づ二ゴ土1::二質!はまゐ桜[灰4是岩岩t封昔;J- と巧卯i

なり(表表一 1け)、 i二段 pllはS.05-6， Siであった。
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匡11 試験地の位置

表 1 試験地のコナラのサイズと表層土質

試験i也 平均樹高(m) 胸寓直径(cm) 表層土質 土1裏型

神戸市北区 6.6(59-7.2) 14.0(8.2-17.4) 凝灰岩 BA 

A 14.8( 1 0.0-18.0) 22.1(10.0-25.7) 堆積岩 BD 

日 16.8(117-20.0) 26.6(13.6-47.2) 堆積岩 Bo 
三本市

C 12.1(87-140) 17.8(5.8・25.6) 堆積岩 日o

D 10.8(80-17.0) 13.3(7.90-23.3) 凝灰岩 Bo 
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図2 接種j原

2 接種j原作成方法

試験に使用したホンシメン~i株は兵J&県宍巣市のアカ

マツ ・コナラj見交林にje士ーしたザー失体から分離したもの

で、ある。ホンシメ ジをl者4もするためのよ疑応地は、 アカ

マツに上!日設した後四u原のJ常i也組)jx(2ノに準じた。十五位源
(1主12)の作成もアカマツへの)-jl殻試験 (2)1こγ11ニじ、 ー1)浪

tj!，:J也をシイタケ1.5k目的床HIプイノレターやiきポリプロヒ

レン袋(以 下1'.1'.袋)に 500g人れ、 120
0

C90分でた:iJ正滅|量i

した後、あらかじめ PDi¥:芯天陪地でi百養しておいたホン

シメジ耐えミを後種し、 2:J
C
Cでおよそ 901-111¥1情義したc

3 埋設方法

J妥極限のJ:1[設は 2008年({illriili -1ヒ|夫、 二本fli)、 2009

{T' (τ:木市のみ)の 3):1 "-'4 J:I上旬に実施した。各林分で

のtlJ1，設箇所数は神戸市北区。 10筒所、 一木dii¥: 36ヵ所、
三木市 13:シlヵ所、 i木市 C:29ヵ所、 三木市 D::l5ヵ

);lfTめる

)-111 殻 );11H;1 、 'f;~íセのmを切IVr し、袋に入った抜稲似を

J舌り付けるfi法 (以後、 ItJH技法、) を使nlし、 |医図豆到13の丁

でで可行つ7たt三二g まず、試験地であるコナラ林の林床を打fnlり、

コナラの11~ を傷つけないように姻り:.1:\し、前定ばさみを

JFlし刈1~の l ヵ月)rを切|析した。 点、j 象としたコナラの般は作

業性から考えて、寸i径後と ~{:I~大筏似となる恨の両筏(以

後、般筏)が 5mm~:lOmm ，(:';\度のものと したe 接躯iJ)~(は、

ド.1'袋の上#1¥にあるブイルターの下で切り、開封した。

切断した般を後干追放i〔のIJ時刻部から差し込み、恨の先端が

同糸見のItlに入るように調挫した後、袋の[-1を PE平テー

ア等で|百lく紳り、そのじから絶縁テープヲを巻きつけ、ノ|く

などが袋内に人らないよう密封した(図 4)0 密封した後

称源は、穴を折iiる|僚に出てきた山土および亦玉上で、J:.!J1.戻

し、開設位置がわかるようペグで印をつけた。 l本の恨

に 1{f，'ilの接種源を埋設しており、後種源の埋設飴i所数と

J-!l¥設した接種折、数は同数である。

4 発根・菌糸生存・菌根形成調査

四!設してからおよそ 半年後で‘ある 9 fl ~10 月に、払-段

初~(を掘り 1:1:lした。 掘り1-1\した後径j師、は獣害の発生を確認

した後、カッターナイアを汗lし、て絶縁テープ、 1)[てf!テー

プおよび P.P 袋を切1m して閉会l し、コ ナラの発十l~ik i.見、

核稀iuj(の|差i糸生イ干の有無、 I記!被形成の有無、J:.ill設に用い

たコナラの恨径を調査した(区15)。発根状況は、コナラ

キIII ，mが接種源に蔓延している 'J~~!恰、接種源の生存は、 J史

研1版企{本のうちのホンシメジf~i糸が生存している割合、

jli，j彼形成は、コナラ恨端のうち、ホンシメゾr~jmが i上i め

る jþ':1j合で:ド1111)[ した(表 2) o J~1設に JH し、たコナラの恨径は、

料った位置と恨の切iJR位附の'.I'lliJをデジタルノギスでij!lJ
定した。なお、以7tIが発生し、 P.P.袋が倣損したものは

データから除外しているc

5 発生調査

訓話fは、ホンシメジが発生するとされる 10fl'/'1'uから
I I )-J 11二1旬にかけて行い、およそ 週間おきにJ-.!f!設した後

のチ実体原必や了失体の有無を的ー認した。 -f-尖体は、~*:

1&にヒグがj形成され、jWiさが 3cm以上となったものをチ

尖体とし、子実体の椛認n!i'点で発生と したロ

E 結果と考察

1 発根・菌糸生存・菌根形成調査

J-1[設半年後のコナラの発似状況は表3のとおりである。

後厄源の半分以 1-.がコナラ品1 1I 1t~におおわれた発恨頻度 2日間品ける

~mm""'30mm程度の 獲稽レやすい長さで 槙と苗床が~れない絡録テープで
慢を探g- 慢を切断する ようにする 完全巴密封す否

図3 断根j去による埋設方法

~玉主等を 赤王土等で埋め戻υて
接種濁の下!こ!Ilく 印をさす
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図4 接種源の埋め込み方

図5 t妾種源の開封

表2 発根・菌糸生存・菌根形成の判断基準

発根頻度 発根の状況

0 発根はほとんど見られない

発根した根が接種源の1/2未満を占めている

2 発根した根が接種源の1/2以上を占めている

菌糸生存頻度 菌糸生存の状況

0 菌糸はほとんど見られない

生存菌糸が接種源の1/2未満を占めている

2 生存菌糸が接種源の1/2以上を占めている

菌根形成頻度 菌根形成の状況

日 菌根はほとんど見られない

菌根が根端の1/2未満に形成されている

2 菌根が根端の1/2以上に形成されている

のものは 54弘~80弘程度であり、林分ごとに廷があったも

のの、J:J!;没筒JJrの半数以よでコナラの良好な発般が認め
られた。斜面中~下部の傾斜が緩やかな立地でめる木

け了日、 Dは発恨頻度 0のものが多く、発伎が比較的:Il';¥;、似

|古lにあった。

J妥極栃(のホンシメジIliH7iミの生存ーをみると、接特訓Lの、1"

分以卜ーが生作している i笥糸生存頻度 2 のものは 51 お~79弘

となり、.t!f!設箇所の半数以J~.-Cj星i糸の生存が認められた

(表 4)含発恨の良好な立!!設筒所は、 i笥糸生存も良好な傾

向があり、神戸市北区、 三木市 A、Cでは 70%，f:J1t度の繭糸

生存が確認できたロこれは、コナラの発般があるとホン

シメジ菌糸はコナラの恨と菌根を作り共生を好める可能

性が布く、それに伴し、i宕糸が~!存するためと う与えられる 。

菌根形成調査の結果を見ると、 一出i般j形成原皮 2のもの

は、 51出~72%てーあった(表 5) 。 試験j也ごとの傾向は、ラE

恨、虚i糸生存の傾向とI¥"'i]様に、斜面上~中古[iの試験地で

のI副長形成頻度が高い傾向が見られた。これらのことか

ら、コナラ林内でホンシメジの救J汗を行 う場合、立地に

14 -

注，Eし、斜白下部はなるべく避ける方が良いことが示唆

された。

また、 tll!設に使HJしたコナラ恨径と発恨頻度および菌

彼形成頻度との関係を見ると、 J]!設に使用した般符の範

凶内 (õmm~30mm) であれば、仮符の太い方が発彼頻度、

1量itt{J!;成頻度ともに高くなることが分かった(図 7)。こ

れは、太い恨の方が細し、ものに比べ発般が良好であり、

発般の良さが ~i恨形成に影響を与えたためである。

2 発生調査

ホンシメジの発生は 2009年(神戸市北ば)と 2010ifニ(キIjl

戸市北区、 王木市:3林分)で見られた(表6、図7)。子

実体がf)J(ì{1ん認されたのは、 J妥般的;{埋設か ら l. õ 年経過lI~i

(神jiTIJ北lズ)、 2.O年経過11寺(二木fU)であり、 主，Li県のア

カマツ林でのホンシメジ発生命秒IJ(2)や今まで報告され

ているホンシメジ発生~ln!ill (5、 6、 7)ともほぼ合致す

る。 したがって、コナラ林に担設したホンシメジは、ア

カマツ林にJ:!H設したものとほほ、同級の期間を経て子実体

形成能力を持つものと思われた。 また、 午 実体発~tG3i J.iJr 
のl副長形成頻度二は、すべての箇所で 2であったロこのこ

とか ら J~f! i没半 {I ・ 1& の i記i1U;)戎の頻度ーが、 イ尖体発生へと

大きく関与 していることが赤唆された。今回、l副長形成

頗I支が 2でありながら、 -(xf本が(i'{J(認、て、きなかった筒所

もあるが、 J怯干EiJJjl山lli支から子一実体初i能認まで 4.5年が経

過した例も報告されているため(2)、今後、 下実体が発

生する可能性もあると15'えられるa

3 コナラ林でのホンシメジ栽培

今回の試験で、ホンシメジをコナラ林で技.t古ーすること

が "fíì~で、あることが IYI らかになった。 アカマツイホでのj支

出と比較してコナラ林でのj支出が4Ji世史的なのは、アカマ

ツ林での栽J計は、 40 年生以下の，g:(Hij~~!士i1iíî林で、成功が 11す

認されている (2ノのに対し、 今l!If、tJUg:が成功したコ

ナラ林の"1'には、 86年ととの老齢{同体が混じる林分も作(1:

したことである。このことから、ホンシメジ栽ftfにコナ

ラ林を述iJりする場合、比較的前I帥な林分で、も使川できる

可能性が示唆されたa

今後は、 ~lí:例を重ね、ホンシメジ栽情に過したコナラ

林の'，I;IJり出しゃ、ホンシメジ発午状況の経今一変化を継続

制食し、県内の高齢コナラオネの利市，Jl-Jの lツーノレとして

使)fJできるよう検討する。

表3 各林分での発根頻度の割合(見)

発根頻度 。 2 

神戸市北区 20.0 00 80.0 

A 11.1 8.3 80.6 

三木市
B 32.4 2.9 64.7 

C 10.3 10.3 79.3 

D 34.3 11.4 54.3 



要摘

( 1 )コナラ 5林分にホンシメジ接稲源を埋設した。埋

設方泣:ーとして、宿主の恨を切断したところに坦l設する 「断

{波法」を川し、た。

(2 )ホンシメジ払一種狐をj:[1'設してから発生するまでの

作数は、 1.5~2. 5作ーであり、アカマツ林の事例とほぼIPJ

じて、あった。

(:3) iJ;ンシメジの|制1<形成は立地に左右されている下可

能性が示唆されたo また、j:~日設した恨径が」にし、方が、

恨~}'U主および|長i11~)形成頻度が/~き かったe

(4) ホンシメジー-(実体の発作が(i(t認された場所は埋設

後およそ平年経過した|探の[差i11~形成頻度が大きかったこ

とがわかったc

(5 )ホンシメジの-f実体形成がji'(H誌できた林分には、

86 {fJ::s)コブラ何体が存f:Eしており、アカマツと比べて

{f!J齢な林分でも、栽情に使!Hできる可能性が示唆された。

(6 )これらのことから、コナラ林でのホンシメジ:1j(ti与

がnrtiEで、あることがわかった。

各林分での菌糸生存頻度の割合(鳴)

三木市
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表5 各林分での菌根形成頻度の割合(見)
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木試験は、i¥PO í.t;人一本 I~I 然愛好研究会、十1\1戸jtJ林ノK

J;'í-;~振興 ~Jj務所、森林所有ぞ「の凶行n慌に試験fJl所のf}tHりお
よびホンシメジ発生(iM認調査を:の多大なるjj)J力をいただ

このJj))をfileりて深く御礼111し」二げます。

:"'.，旬cr..-!nlc-:::

発根・菌根形成頻度と根径の関係

(園内の×は平均値、異なる英字は有意差を示す)
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(..j)減)I 杉 ~I二・jIIf:Ilf 考5/::.杉木小夜・坂 口 和[I{:!(2009) 

ホンシメジのt5-長i芸i糸底l設による広栄一樹林地発生経

i品和歌山県[実1;t;ノj"Mg-t1Vf¥ifA 10 : 75-86 

(5ノ阿部 支:・市内 均(J999) I引lH'I:食JIlきのこ般の林

i也t白州[[1主市|干の開発試験秋111~~~林J支セイワ|宇I~ 6 ， 76-89 

(6)河合呂孝(1999)ホンシメジl古養i記i糸体の林地Jwrf交に

よる人工感染と T :W; j本の発生.奈良県林試イí]j宇I~
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